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快適な睡眠で福岡を
もっと元気にしたい！

-目的-



睡眠の質を高めることによって
ストレスを軽減させ

学業や仕事を充実させる

-メッセージ-



日本の平均睡眠時間は
２０１８年から１時間近く減少

約６時間半

現状の問題点



コロナ禍の前と比較すると
ストレスをよく感じている人の割合が増加！！

現状の問題点



都道府県別
睡眠偏差値ランキング

福岡県は
全国で１３位
睡眠偏差値は50.33

睡眠時間は６時間３７分

現状の問題点



年代別自殺者の数は
20代と、４０～59までの層が

上昇傾向
福岡県の年間自殺者数は
全国トップ10に入っている

現状の問題点



20～59歳までの生産年齢人口のメイン世代の人たち
自殺者数も多いことから、様々なストレスを抱えていて寝れない人が多いと考察

ターゲット層



夜の強い光は入眠の
妨げになる

眠りにつく前は
３００～５００ルクス

に光を落とし
眠るときは

１～３０ルクスの
間接照明で

薄暗い方がいい

夏は２５～２６度

冬は２２～２３度

年間を通して
湿度は５０％前後

静かな環境が理想
人の声が一番入眠妨害

４０デシベルの環境が理想
テレビ５５～７０デシベル

エアコン４０～６０デシベル

風呂・給排水５５～７５デシベル

ヒーリングミュージック
静かな暮らしクラシック音楽
自然の音で自律神経が整う

ラベンダーや
カモミールの

アロマの香りによって
神経の鎮静効果があり
リラックスできると

入眠しやすい

光 音 香り 室温・湿度

快眠のための環境づくりのポイント



眠ってる人の状態をAIで顔認証・音状況認証を使って
光・音・香り・室温・湿度を最適化する

快眠用スマートスピーカーを作る

何をするのか



光

音

香り

室温・湿度

顔画像認証・音状況認識で
入眠・睡眠時の状態を検知
し睡眠導入を始める

あらかじめセットしていた
睡眠予定時間が近づく
使用者が入眠に入る 快適な睡眠

４項目の睡眠導入

AI技術で睡眠に重要な４つの環境を一つの機器で自動コントロールが可能に！

何ができるのか



光 音 香り 室温・湿度

リラクシング
ミュージックの
睡眠導入

ホワイトノイズによる
騒音の軽減

顔認証から疲労状態を
認識してアロマを出す

アロマを出した時の
入眠状態の効果を記録し
最適なアロマを導き出す

体温検知をし睡眠時に
快適な室温・湿度に
なるようにエアコンの
操作を行う

セットされた入眠時間
にあわせて徐々に室内
照明を落としていき、
入眠時の状態を観察
しながら照明を調整する

睡眠時の状態はすべてデータとして記録される
使用者に部屋の明るさ、リラックスして眠くなる音や香り、眠りやすい室温を教えられる

快眠AIスマートスピーカーの機能



ホワイトノイズは、簡単にいうと心地いい雑音で、難しくいうといろいろな周波数の音が同じ
強さで入っている雑音です。
ホワイトノイズは、周りの雑音や騒音を包み込んで紛れるようにしてくれるので、特定の音
（外の車の音、話し声、犬の鳴き声、家の中の物音etc）に意識がいかないようにしてくれる
効果があります。
物音が原因で目が覚めてしまっているケースや、眠りが浅くなってしまうケース、眠りにつけ
ないケースもあるので、睡眠時にホワイトノイズを活用できれば効果が上がると思います。



設計企画 開発 テスト フィード
バック

販売

・不眠者への
リサーチ

・マーケティング

・デザインやイメージの確定
・照明の調光機能の連動
・エアコンや加湿器との連動
・アロマディフューザーの機能

・試験者に対して
期間を設けてのテスト

・使用しての改善点の集約

実現計画



・既存のアロマディフューザーで
照明やスピーカー機能がついているものがある
アロマディフューザーの平均価格は
3000円前後＋オイル代4～5か月で5000円ほど
スマートスピーカーの相場は
17,000円ほど

両方の機能を有して、AI認証までプラスした際に
価格をどこまで抑えられるか

課題点



まとめ

AIの音状況認識技術や顔認証時術の活用で
ストレスを減らして睡眠の質を高め

福岡県の人たちをもっと元気にしたい



ご清聴ありがとうございました
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